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(A) Research background (Previous studies) 

 大室ダシは伊豆大島近傍に位置する海底火山である．

これまでのところ気象庁の指定する活火山には含まれ

ていないが，2012 年の調査航海によって，大室ダシの

中央に位置する凹地（大室海穴）内に活発な熱水活動

域があること，新鮮な流紋岩溶岩が分布することが分

かり，活発な火山であることが判明した (Tani et al., 

2012)．海底火山の噴火履歴をとらえることは難しく，

これまで大室ダシの活動履歴は不明だった．浅海にあ

る流紋岩質海底火山はマグマ水蒸気爆発のような爆発

的噴火を起こすことがあり，東京湾に向かう主要航路

直下にある大室ダシの噴火履歴を調べることは，災害

リスクアセスメントの観点から重要となる． 

(B) Methods 

 本研究では海底調査により採取した大室ダシ近辺の

溶岩・軽石試料と，伊豆大島・利島に分布する陸上テ

フラ堆積物から採取した大室ダシ由来と考えられる試

料について分析を行った．まず陸上テフラ堆積物と海

底試料の化学組成について比較を行い，陸上テフラ堆

積物が大室ダシに由来するものであることを確認した．

過去の噴火履歴を明らかにするため，分析では FTIR

を用いて岩石中の含水量を測定し，過去の海水準変動

と比較することで溶岩の噴出年代の測定を試みた． 

(C) Results and Discussion 

 伊豆大島の O58 部層 (14C 年代 13.8 – 13.2 ka)，利島

の O3T 部層のそれぞれの火山テフラ堆積物について，

海底の大室海穴周辺から採取した流紋岩質溶岩と主要

成分元素，微量元素組成の比較を行い，これらが一致

することを確認した．このことから，13.8 – 13.2 ka の

間に大室ダシでは少なくとも 1 回の爆発的な噴火があ

ったことが示された．次に大室海穴周辺で採取された

溶岩について FTIR を用いて含水量を測定した．測定

された含水量から推定される水深は，実際に採取した

水深よりも浅いものとなった．このことは，現在より

も海水準が低いときにこの溶岩が噴出したことを示す．

海水準変動曲線を作成し，測定された含水量から見積

もられる噴出深度を比較したところ，分析誤差の範囲

内で１つの試料は 9.8 – 7.3 kaに，もう１つの試料は 14 

ka以降に噴出したものであることが判明した． 

(D) Conclusions (including Problems of the paper, 

Remarks, Relation to your own study etc) 

 本研究により大室ダシが過去１万年以内にも噴火を

起こしていたことが判明し，災害をもたらすハザード

となりうることが確認された．本研究で用いた手法は

今後，他の海底火山の活動履歴の解明にも役立つこと

が期待される． 
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